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改良

二
市
三
町
で
つ
く
っ
て
い
る
し
尿
処
理
場
は
、
年
々
し

尿
の
収
集
岳
が
多
く
な
り
、
現
犯
の
施
設
で
は
と
う
て
い

処
理
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、

kwi何
年
度
で

一
億
四
千
万
円
を
か
け
て
、

一
日
百
五
十
五
絡
の
処
理
能

力
を
も
っ
処
理
場
に
増
設
、
改
良
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た。

• 

一
日
の
処
理
量
百
五
十
五
滞
に

し尿処理場;を増設

ょf::r:1.-~.<咽
<'.1. 

Aが，川
Jぞ日和町』・、、ご♂竪子々

福

祉

年

金

が

現
在
、
市
内
で
く
み
取
っ
て
い
る

し
尿
は
、
魚
津
、
黒
部
、
入
普
、
朝

日
、
宇
奈
月
の
二
市
三
町
で
つ
く
っ

て
い
る
し
尿
処
理
場

(入
普
町
板
屋

地
内
)
へ
運
ん
で
処
理
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、

農
業
用
の
肥
料
還
元

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
年
々
し
尿
の
収
集
量
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
し

尿
処
理
場
を
増
設
、
改
良
す
る
乙
と

に
な
り、

ζ

の
事
業
の
起
工
式
が
7

月
同
日
間
処
理
場
の
現
場
で
関
係
者

が
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た。

こ
の
増
設
改
良
工
事
は
、
現
在
の

一
日
九
十
潟
(や
く
五
百
石
)
の
処
理

能
力
を
百
五
十
五
潟
(
や
く
九
百
石
〉

と
や
く
一

・
八
倍
に
ア
ッ
プ
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
と
く
に
遠
心
分

離
機
や
エ

ア
レ
l
シ
ョ
ン

タ
ン
ク
を

設
け
て
、
い
ま
ま
で
の
し
尿
の
貯
留

期
間
十
五
目
だ
っ

た
も
の
を
九
日
間

叩

月

か

ら

引

き

上

げ

45. 8. 1 

拠
山
制
の
国
民
年
金
は
7
月
か
ら

大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
が、

福
祉

年
金
も
、
乙
と
し
の
叩
月
か
ら
支
給

額
が
、
左
表
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

乙
の
ほ
か
、
所
得
制
限
基
準
額
も

変
わ
り
ま
し
た
。
マ
本
人
所
得
に

よ
る
場
合
H
三
十
万
円
が
三
十
二
万

円
に
、

マ
扶
養
義
務
者
の
所
得
に

よ
る
場
合
H
扶
養
義
務
者
三
人
の
と

き
は
八
十
三
万
六
千
八
百
十
三
円
が

年

金

額

(現

在
)

九
十
四
万
三
千
二
百
円
に
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ん
和
さ
れ
ま
し
た
。

八
支
払
い
郵
便
局
の
追
加

V

い
ま
ま
で
の
支
払
い
郵
便
局
の
ほ

か
に
、

新
た
に
道
下
簡
易
郵

便
局

(末
広
町
)
加
積
簡
易
郵
便
局

(上

村
木
)
が
追
加
さ
れ、

年
金
の
支
払

い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

支
払
い
郵
便
局
を
変
更
し
た
い
と
き

は
、
市
役
所
市
民
課
で
証
書
を
受
け

と
る
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
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( 1 ) 

jヨ

額

印刷三和印刷株式会社

人口のうごき (6月末)

世情数j11，608倣俄

男 22.552人
女 24.567人
(男) (女)

38 23 
15 13 
48 55 
72 66 

人u

生
亡
入
出

出
死
転
転

ぐ
ら
い
に
ち
ぢ
め
る
よ
う
施
設
が
改

良
さ
れ
ま
す。

と
の
事
業
資
は
や
く

一
億
四
千
万

円
で
、
の

i
M判年
度
の
二
か
年
継
続

事
業
で
す
す
め
ま
す
が
、

改
良
さ
れ

た
処
理
場
は
、
来
年
の
夏
ご
ろ
ま
で

完
成
す
る
予
定
で
す
。

工
事
費
の
う
ち
各
市
町
は
、
人
口

割
、
均
等
割
各

一
O
軒
、
投
入
量
制

一

八

O
軒
の
割
合
で
分
担
す
る
乙
と
に

一

な
り
ま
す
。

一

し
尿
の
く
み
取
り
に
つ
い
て
は
、

一〆

輸

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
収
集
が
遅
一

/

M

い
」
な
ど
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
一
り
片
付帖

す
。
し
か
し
、

処
理
場
の
能
力
に
も
一
一
ル

限
界
が
あ
り
、

一
日
の
割
当
量
以
上

一?
j
Jぺ

も
排
出
さ
れ
る
と
と
も
あ
っ
て
、
処

一ヤ
ー
~
"

理
場
で
は
、
日
曜
、
休
日
を
返
上
し一
±

剤

て
処
理
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

一配

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
た
い
へ
ん

一

ど
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、

一吋

も
う
し
ば
ら
く
と
し
ん
ぼ
う
し
て
い

一山

た
だ
く
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
乙

一叫

と
に
ど
協
力
願
い
ま
す

一…

マ
雨
水
や
地
下
水
が
浸
透
す
る
便
所
は
一
問

早
く
改
善
、
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。
一
一

マ
便
所
の
中
ヘ
ポ
ロ
切
れ
、
金
く
す
な

一向

ど
異
物
を
混
入
し
な
い
よ
う
に
。

一向

マ
便
所
掃
除
な
ど
に
多
量
の
水
を
使
わ
-
9

な
い
よ
う
に。

八
福
祉
年
金
証
書
を
受
け
と
る
と
き
〉

①

印

鑑
は
、
い
ま
ま
で
年
金
受
領
の

と
き
使
っ

て
い
た
も
の
を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

①

年

金
の
支
払
い
は
、

9
月
6
日
が

日
限
日
の
た
め
、
9
月
7
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

①

証
書
は

9
刀
1
日
か
ら
次
の
場
所

で
お
渡
し
し
ま
す
。

・
市
役
所
市
民
税
H

魚
津
、
下
中
島
、

上
中
島
、
下
野
方
、
道
下
、

加
積
地

区
の
人

.
松
倉

・
上
野
方

・
片
貝

・
経
田

・
天

神

・
四
布
施
の
各
連
絡
所
H
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
人

所
得
比
例
制
度

で
き
る

国
民
年
金
制
度
は
、
発
足
以
来
今

日
ま
で
定
額
拠
出
、
定
額
給
付
で
す

す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

将
来
の
老
後
生
活
の
設
計
を
十
分
考

え
て
い
る
人
に
は、

な
ん
と
な
く
H

も
の
た
り
な
さ
H

を
感
じ
さ
せ
た
き

羽

周

ヨ

目

ミ

マ
資
問
H
県
内
居
住
者

議
議
議
義
警
護
襲
撃
警
v

マ
応

22u郵
便
は
が
き
に

「
県
人

川

議
謀
議
繋
司
会
¥
宮
閣閣
議
γ長
義

口
予
想
解
答
」
と
記
載
し
、
予
想
人

川

議
録
滋
欝
沼
密
議
寝
融
制
蕗
m濯
機

中

担
耕
一
氏
名
、
職
業
、

年
齢
を

…

日
月
1
日
に
は
第
十

一

回

目

の

同

ど

半
世
紀
を
迎
え
、
歴
史
的
に
も
意
マ
期
間
日
何
年
9
月
1
日
i
m
月
1
白

川

勢
調
企
が
行
な
わ
れ
ま
す
o

義
が
深
く
、
ま
た
国
際
連
合
が
提
唱

(

消

印

の

あ

る
も
の
有
効
)

川

胃
ガ
ン
の
早

国
勢
調
査
は
、
男
女
別
人
口
や

作

し

て

い
る
世
界
人
口
セ
ン
サ

ス
の

一

マ
あ
て
先
日
富
山
市
新
総
曲
輪

一
の
七
川

知
品
目
白
日
約

齢
、
職
業
な
ど
の
構
成
を
調
査
す
る
環
と
も
な
り
ま
す
。

号
、
富
山
県
統
計
調
査
課
内

「
県
人

川

に
杉
彰
を
行
は

も
の
で
、
わ
が
国
の
も
っ
と
も
基
本

同
勢
制
査
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
口
予
想
懸
賞
捗
集
係
」

川

い
ま
す
o

検
診
希
望
者
は
早
め
に
市

保
険
術
生
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

的
な
、
し
か
も
大
脳
模
な
統
計
調
査
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ

賞
金
H
金
口

一
万
円

銀
臼
五
千
円

川

-

・

川

、、
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

で
す
。

~

}

)

{

{

〈

(

(

〈

j
t
f〉
)
)
)
斗

銅
臼
三
千
円
(各

一
名
)
努
力
臼

一
川

-

D

調
査
の
結
果
は
、
撃

で

教
育
、

二

畠
山

県

の

人

口

は

一

千
円
(
十
名
)

川

J
9

|

川
川、

白
宅
、
社
会
福
祉
、
地
域
間

一

~
マ
発
表

H
正
解
と
当
選
者
は
、
ロ
月
末

川・

松
診

E
附
H
8月
引
日

(月
)
午
前

発
な
ど
の
対
策
や
議
員
数
の
決
定
、

~

い

く

ら

?

一

日
に
北
日
本
新
閥
、

富
山
新
聞
紙
上

川

9
時
か
ら
け
附

財
政
需
川
額
の
算
定
な
ど
行
政
の
基

一

~

に
発
表
す
る
と
と
も
に
入
選
者
に
通

川・

場
所
H
上
中
島
公
民
館

舵
資
料
と
な
り
ま
す

o

j
ij
l
懸

賞

募

集

し

知
。

一

人

員
H
五
十
名

今
回
の
幽
勢
調
査
は
六
正
9
年
に

胤
で
は
、
問
月
1
日
に
実
施

さ

れ

な

お

、
昭
和
何
年
の
国
勢
調
査
人

川・

料
金
H
四
百
五
十
円

第

一
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
か
ら

る
国
勢
調
査
の
「
富
山
県
の
人
口
」

口

は

百

二
万
五
千
凶
百
六
十
五
人
で
川・

申
し
込
み

H
8
月
初
日
ま
で

十
一
同
日
に
あ
た
り
ま
す
。
ち
ょ
う
の
懸
臼
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
。

川

三
政
児
の
健

ー

…

三

歳

児

検

診

康
診
査
は
、
ぉ

魚

津

総

合

庁

舎

行

阿

川

没

刊
誌

…

わ
り
、
毎
月
第
一
-
一品

目

賂

路

新
庁
舎
で
仕
事
を
は

川

る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
0
8
月
の
検

き

あ

が

る

じ
め
る
と
と
に
な
っ
川

診
は
、
日
日
午
後

1
時
か
ら
3
時
ま

て
い
ま
す。

…

で
魚
津
保
健
所
で
ひ
ら
き
ま
す
o

該

一
階
に
は
県
税
事
務
所、

東
部
社

川

当
者
は
昭
和
位
年
8
月
生
ま
れ
の
お

会
福
祉
事
務
所
、
出
納
室
、
二
階
に

…

子
さ
ん
引
す
o

は
土
木
事
務
所
、
教
育
事
務
所
、
農

川

業
改
良
普
及
所
魚
津
支
所
、
三
階
に
川

魚
津
保
健
所

は
農
地
林
務
事
務
所
が
入
り
、
四
階

川

移

動

保

健

所

で
は
、
病
気
の

は
会
議
室
、
食
堂
、
売
居
、
五
階
は
川

早
期
発
見
と
健

機
械
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

川

康
増
進
の
た
め
移
動
保
健
所
を
ひ
ら

ζ

の
総
合
庁
舎
は
県
内
で
富
山、

川

い
て
い
ま
す
。

8
月
の
移
動
保
健
所

砺
波
に
つ
い
で
三
つ
自
の
も
の
で
す

川
は
、

東
山
、
青
柳
地
区
の
み
な
さ
ん

が、

分
散
し
て
い
た
県
の
出
先
機
関

川

を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

が
一
か
所
に
集
め
ら
れ
、
た
い
へ

ん
川

マ
日
時
H
8
月
目
日
(
水
)
午
前
叩

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

川

時
か
ら
午
後
2
時

(写
真
H
庁
舎
前
広
場
も
十
分
に
と

川

マ
時
所
H
東
山
梅
国
寺

ら
れ
り
っ
ぱ
に
で
き
あ
が
っ
た
魚
津

川

総
合
庁
舎
)

川

結
核
の
早
期

川

住

民

検

診

発
見
の
た
め
、

住
民
検
診
を
行

川

な
っ

て
い
ま
す
。
学
校
や
勤
め
先
で

'

定
期
検
査
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い

て
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

川
〈
経
団
〉
マ
持
光
寺
公
民
館
H
8
月

川

目

目
前
9
・
叩
i
け

・
叩

マ
江
口

倉
庫
H
日
目
前
日

i
ロ

マ
経
団
連

ら
い
が
あ
り
ま
し
た。

一

よ
り
多
く
の
掛
け
金
を
し
て
も
、

一

昨
生
年
金
な
ど
、
他
の
公
的
年
金
な

一

み
の
給
付
を
受
け
た
い
と
い
う
声
も

一

聞
か
れ
た
乙
と
か
ら
、
国
民
年
金
に

一

い
ま
ま
で
の
定
額
給
付
に
加
え
て
、

一

所
得
比
例
の
し
く
み
が
新
た
に
設
け

ら
れ
、
と
と
し
の
叩
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

充
実
し
た
年
金
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
ぜ
ひ
と
の
制
度
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
。
掛
け
金
は
所
得
比
例
部
分
が

月
三
百
五
十
円
、
定
額
部
分
が
月
四

百
五
十
円
で
、
あ
わ
せ
て
毎
月
八
百

円
の
掛
け
金
を
し
て
い
た
だ
く
と
と

に
な
り
ま
す
。
給
付
も
二
十
五
年
を

例
に
と
れ
ば
、
所
得
比
例
部
分
で
年

五
万
四
千
円、

定
額
部
分
九
万
六
千

円
を
加
え
て
年
額
十
五
万
円
に
な
り

ま
す
。
所
得
比
例
制
度
に
加
入
さ
れ
る
人

は
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
な

い
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
ま
た
、青
色
や
白
色
の
事

業
専
従
者
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

で

富
山
県
魚
津
総
合
庁
舎
は
、
昨
年

間
月
か
ら
県
事
務
所
と
市
役
所
跡
に

建
設
中
で
し
た
が
、
と
の
ほ
ど
り
っ

ぱ
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

新
し
い
庁
舎
は
、
六
千
二
百
五
十

五
平
方
M
の
敷
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
四
階
建
て

一
部
五
階

(延
面

積
三
千
五
百
七
十
九
平
方

M
)
の
本

館
と
倉
庫
、
車
庫
、
自
転
車
置
場
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
館
の
外
装
は

薄
茶
色
と
レ
ン
ガ
色
の
タ
イ
戸
張
り

の
明
る
い
感
じ
の
建
物
で
、
エ
レ
ベ

ー
タ

ー
(
九
人
乗
り
)
や
冷
暖
房
装
置

が
と
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

8
月

ピ
ロ
テ

l
式
の

体
育
館
に
改
築

H
西
部
中
学
校
H

西
部
中
学
校
の
体
育
館
が
改
築
さ

れ
ま
す
。
新
し
い
体
育
館
は
、
同
校

舎
の
東
側

(プ

l
w北
側
)
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
建
て
、
ピ
ロ
テ

l
方
式
で

つ
く
ら
れ
、
の
べ
面
積

一

千
三
百
九
十
平
方

M
(四
十
三

M
×

二
十
九

M
)
で
、
ス
テ
ー
ジ
や
控
室
、

準
備
室
が
あ
り
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル'コ

l
ト
二
面
が
と
ら
れ
る
と
と
に

な
っ
て
い
ま
す。

床
下
は
高
さ
や
く

三
M
あ
り
、
物
置
に
も
利
用
で
き
ま

す
。体
育
館
は
8
月
中
旬
か
ら
旧
校
舎

を
と
り
と
わ
し
着
工
さ
れ
、
完
成
は

来
春
3
月
の
予
定
で
す
。
旧
体
育
館

は
昭
和
お
年
に
建
設
さ
れ

ま
し
た

が
、
木
造
二
階
建
て
で
、
施
設
も
悪

く
、
早
急
な
改
築
が
の
ぞ
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

今
月
の
市
税

市

県

民

税

害

扇

納
期
限
は
8
月
例
日
で
す

食
宇
糸
砂

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
食
中
毒
が

発
生
し
ま
す。

食
中
毒
は
、
腸
炎
ピ

プ
リ
オ
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
の

細
菌
が
繁
殖
し
た
食
品
を
食
べ
る
こ

と
に
よ
り
お
と
り
、

な
ま
魚
を
食
べ

た
と
と
に
よ

っ
て
お
き
る
中
毒
は、

全
体
の
四
割
も
占
め
て
い
ま
す
。

腐
敗
し
た
食
品
ゃ
な
ま
卵
の
中
で

繁
殖
す
る
こ
れ
ら
の
細
菌
は
、
ね
ず

み、

ど
き
ぶ
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
食

品
を
汚
染
し
て
い
き
ま
す
。

八
症
状
〉
食
後
八

i
十
時
間
ほ
ど

予
防
注
射

乞
検
診

胃
ガ
ン
検
診

で
頭
痛
や
は

げ
し
い
は
き

気
、
下
痢
な

ど
を

お
と

し、

胃
か
い
よ
う
や
赤
痢
と
間
違
え

ら
れ
る
症
状
に
な
る
と
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、

安
静
に
し
て
早
く
医
師
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

八
予
防
〉
①
な
ま
魚
類
は
新
鮮
な
う

ち
に
食
べ
る

①

調
理
用
具
は
、
使
用
す
る
前
後
に

熱
湯
を
か
け
て
消
毒
し
た
り
、
よ
く

水
洗
い
を
す
る

①

ふ
き
ん
は
、
と
き
ど
き
熱
湯
消
毒

を
し
、
乾
燥
さ
せ
る

④

生
ジ
ュ
ー
ス
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

な

ま

魚

に

は

と
く
に
注
意
を

務
所
u
m
日
後
1
i
3

マ
経
出
迎

絡
所
H
9
月
2
H後
1
i
3

マ
経

回
連
絡
所
H
7
日
前
9
・
叩

i
後
3

八
天
神

V

マ
東
山
京
免
蔵
宝
宅

H
8

月
間
目
前
叩

i
後
2

マ
天
神
小
学

校
H
幻
日
後
1
1
3

マ
木
下
新
ク

ラ
プ
H
9
月
2
日
前
9
・
初

i
H

〈
村
木

V

マ
村
木
小
学
校
H
8
月
間

日
後
5
1
7
・
叩

〈
加
積

〉

マ

束
部
中
学
校

H
8
M
m

目
前
9
工
叩
i
け

・
叩

マ
吉
島
弘

坊
湯
H
幻
目
前
9
・
叩

i
ロ

マ

加

積
公
民
館
H
9
凡
3
日
前
9
・
叩
i

門

Jι

〈
片
貝
〉
・
マ
片
貝
小
学
校

H
8月
別

日
後
1
1
3

マ
前
東
城
寺
崎
亮
造

宅

H
9
月
3
日
後
1
・
叩
i
2

マ

輿
東
城
出
寺
長
策
宅

H
3
日
後

2
i

nペ
U

八
上
野
方
〉

マ
大
海
寺
新
山
下
は
る

宅
H
8
月
m
A
目
前
9
・
叩

i
日

マ

上
野
方
小
学
校
H
m
m
日
後
1
t
3

八
住
吉
〉

マ

住

吉

小
学
校

H
9月
4

目
前
9
・
m
lロ

マ
宮
津
神
社
H

4
日
後
1
l
3

マ
三
ケ
八
倉
巻
和

夫
宅
H
9
日
前
9
・
初

i
日

・
初

八
本
江
〉

マ

本

江

公
民
館
H
9月
8

目
前
9
・
叩

i
後
3

八
道
下
〉

マ
記
念
社
宅
H
9
月
9
日

後
1
i
3

健

康

相

談

市
で
は
毎
週

水
鰹
日
に
健
康

相
談
日
を
設
け

て
い
ま
す
。
と
く
に
第
二
水
隈
日
は

医
師
に
よ
る
相
談
日
と
し
て
、
内
税

的
な
診
察
、
検
尿
、
血
圧
測
定
の
ほ

か
、
必
要
に
よ
り
心
電
図
な
ど
の
諸

検
査
を
無
料
で
行
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い。

8

月
の
医
師
の
相
談
日
は
ロ
日
午
後

1

時
か
ら
3
時
ま
で
で
す
。
場
所
は
市

役
所
保
健
室
で
す
。

8
月
刊
日
の

第
二
金
曜
日
に

行
な
う
予
定
の
乳
児
検
診
は
、
お
盆

の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

乳
児
検
診
の
中
止

ア
イ
ス
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
は
大
腸
菌
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
ず
か

ら
乳
幼
児
に
与
え
な
い
よ
う
に
す
る

①
指
先
き
な
ど
に
お
で
き
が
で
き
た

り
、
化
膿
し
て
い
る
と
き
は、

食
物

を
取
り
扱
わ
な
い
乙
と

①

菌
は
加
熱
に
よ
っ
て
死
滅
し
て
も

毒
素
は
破
壊
さ
れ
な
い
か
ら
、
く
さ

り
や
す
い
食
品
に
注
意
す
る

交
通
事
故
巡
回
相
談

と

き

8
月
日
日
(
木
)

午
前
川
時
か
ら
午
後

3
時
市
役
所
市
民
課

と
こ
ろ
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EEヨ
経
営
の
近
代
化
を
は
か
る

三
か
年
計
画
で
林
業
構
造
改
善
事
業

魚
市
川
市
の
林
業
の
娠
興
を
は
か
る
た
め
、
林
業
構
造
改
話
事
業
が

ζ

と
し
か
ら
三
か
年
計
四
で
す
す
め
ら
れ
る
乙
と
に

4
慮
W
市
園
駅

な
り
ま
し
た
。
林
道
開
設
、
機
械
や
施
設
の
充
尖
な

ι関
川
川
J

・

ど
に
七
下
六
両
万
円
を
か
け
て
、
林
業
の
近
代
化
と
、

凶
開
閉
山
ぷ
;

合
出
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

i
i
d
E

-

i

林
道
の
新
設
な
ど
に
七
千
六
百
万
円
l

」

手
d、.

国
で
は
林
業
経
色
の
近
代
化
を
は

か
つ
て
、
林
業
従
事
者
の
所
得
を
高

め
る
こ
と
目
的
に
、
林
業
構
造
改
苦

引
業
を
昭
和
四
年
度
か
ら
一
千
二
百

八
卜
の
市
町
村
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
県
内
で
も
、
十
一
一
市
町
村
が
こ

の
事
業
に
ず
が
け
て
お
り
ま
す
。

魚
律
市
で
も
、
両
日
似
の
七

orを

山
め
て
い
る
森
林
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
、
何
年
度
か
ら
三
か
年
計
阿

で
林
業
構
造
改
話
事
業
を
行
な
う
乙

と
に
な
り
ま
し
た
。

と
の
事
業
は
、
総
額
七
千
六
百
万

円
の
費
用
を
か
け
て
、
林
道
七
路
線

の
新
設
(
五
千
二
百
万
円
)
す
る
の
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子
ど
も
た
ち
に
は
楽
し
い
夏
休
み

が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
は

学
校
か
ら
解
政
さ
れ
、
家
庭
で
も
放

任
が
ち
に
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、

や
や
も
す
る
と
不
規
則
な
生
活
に
な

り
や
す
い
も
の
で
す
。

各
学
校
で
は
、
夏
休
み
中
の
生
活

指
導
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を

決
め
ま
し
た
が
、
ご
家
庭
で
も
ど
理

解
の
う
え
ど
協
力
願
い
ま
す
。

学
習
は
午
前
叩
時
ま
で

管手

第3種郵便物認可

マ
生
活
設
計
日
き
ま
り
正

し
い
生
活
を
お
く
る
た

め
、
生
活
プ
ラ
ン
を
向

分
で
た
て
て
実
行
す
る
夏
休
みは

マ
学
習
H
午
前
川
時
ま
で
川
市
一定し〈

自
宅
で
学
習
す
る
。
と

く
に
不
得
意
な
斜
目
や

良
書
を
選
ん
で
最
後
ま

で
読
み
通
す
。

マ
ラ
ジ
オ
体
操

u
早
起
き
の
よ
い
習
的

を
つ
け
る
と
と
も
に
、
自
主
的
に
行

な
う
。

マ
外
出
H
名
札
を
つ
け
て
出
る
。
夜
間

の
ひ
と
り
歩
き
は
し
な
い
。
人
に
誘

わ
れ
た
と
き
の
判
断
を
誤
ま
ら
な

い
。
午
後
9
時
に
就
寝
す
る
。

マ
遊
び
H
危
険
な
遊
び
、
不
健
全
な
遊

び
は
し
な
い
。
銑
踊
り
は
他
地
区

へ

出
か
け
な
い
。

マ
映
附
H
許
可
さ
れ
た
も
の
以
外
は
見

t

1

0

 

ナ

A
B
V

マ
水
泳
H
午
後

1
時
か
ら

4
時
ご
ろ
ま

で
に
し
て
、
長
く
泳
い
だ
り
、

禁
止

場
所
で
は
泳
が
な
い
。
出
か
け
る
と

き
は
、
行
先
き
、
帰
宅
時
間
、
同
行

人
の
氏
名
な
ど
を
告
げ
て
い
く
。

マ
交
通
安
全
H
路
上
の
遊
び
は
絶
対
し

な
い
。
自
転
車
の

d
喝
け
J
4

↓

ふ

た

り

乗

り

、
オ

『
亨
羽
淵
基

¥

l
ト
パ
イ
な
ど
の

戸
賞
、
線
維
U
V

無
免
許
運
転
は
絶

l
'
》
.
f

対
に
し
な
い
。

湯
河
「
味
、

マ
保
健
H
健
康
の
保

'z

勾
LP

持
や
増
進
に
っ
と

一
智
代
は
¥

、

め

、
各
種
の
疾
病

必
出
d
w
h
¥
/

や
異
常
は
休
み
中

、1
d
-
に
治
療
す
る
。

-
a

マ
児
童
ク
ラ
プ
H
す

す
ん
で
行
事
に
参
加
し
、
他
人
止
な
発

展
を
は
か
る
。

マ
周
け
出
H
旅
行
、
キ
ャ
ン
プ
、
笠
山

な
ど
は
学
校

へ
届
け
出
る
。

必
ず
父

兄
ま
た
は
適
当
と
認
め
た
指
導
者
を

同
行
す
る
。
公
共
の
施
設
を
利
用
す

る
と
き
は
、
必
ず
届
け
出
て、

あ
と

始
末
を
し
て
机
を
い
う
。

し
ま
す
。
ま
た
、
チ
エ
ン

ソ

l
‘
先

川
判
機
な
ど
の
機
械
の
購
入
で
労
働
小

山
性
を
高
め
、
経
蛍
規
模
を
大
き
く

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
も
っ
と
も
中
心
と

な
っ
て

い
る
の
が
経
営
の
近
代
化
に

必
些
な
林
道
の
新
設
で
、
全
体
の
七

O
折
、
mm
る
=
一
o
rは
機
械
や
施
ぷ

の
充
実
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

事
業
費
の
分
判
割
合
を
み
ま
す
と

6 5 

2 2 7 

5 2 6 

1 3 1 

7 1 8 

「
魚
津
観
光
ま
つ
り
」
は
、
い
よ

い
よ
8
月
7
日、

8
日
の
二
日
間
椛

大
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ま
つ
り
は
~
た
て
も
ん
祭

り
を
中
心
に
、
せ
り
込
み
蝶
六
町
流

し
、
花
火
大
会
な
ど
、
多
彩
な
行
事

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

〈
8
月
7
日
〉

①
三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
大
会
H
午

前
叩
時
、
魚
津
神
社

①
せ
り
込
み
蝶
六
町
な
が
し
H
新
金

原

・
文
化
町

・
氾
鉄
魚
津
駅
前

・
上

口
各
聞
広
街
は
午
後
6
時
叩
分

1
7

時
、
中
央
通
り
、
銀
座
通
り
は
午
後

7
i
8時
に
町
流
し
を
し
ま
す
。
ま

た
、
市
内
小
中
高
校
生
で
編
成
す
る

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ
三
十
名
の
市
中

行
進
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

一

①
灯
ろ
う
流
し
H
午
後
8
時

1
9時
一

諏
訪
神
社
海
岸

一

①
た
て
も
ん
終
り
H
午
後

9
時
!
日

一

時
、
諏
訪
神
社

一

〈
8
月
8
日
〉

一

悶
や
県
の
補
助
五
千
百
万
円
、
市
首

が
一

千
百
八
十
万
円
と
、
そ
の
ほ

か
公
庫
資
金
の
借
入
れ
二
百
一れ
十
万

円
、
自
己
資
金
五
百
万
円
で
事
業
が

す
J
め
ら
れ
る
と
と
に
な
っ

て
い
ま

す。
初
年
度
の
こ
と
し
は
、
事
業
費
二

千
二
百
八
十
万
円
で
、
林
道

(日
尾

似
延
長
八
百
九
十
抗
、
常
泉
寺
糾
八

百
卜
抗
、
料
自国一

号
線
七
百
五
十

M
)
の
三
路
線
を
開
設
し
、
生
産
基

慌
を
撚
備
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
チ
エ

ン
ソ

ー
や
刈
払
機

な
ど
を
購
入
し
(
二
百
十
四
万
円
)

む
林
組
設
を
充
実
し
作
業
mr
能
率
化

を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
し

い
た

け
、
え
の
き
茸
栽
培
施
設
(
二
百
六

卜
川
万
円
)
の
設
置
、
立
山
す
ぎ
の

新
舶
や
協
業
の
促
進
(
百
十
三
万
円
)

が
す
す
め
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。乙
の
林
業
構
造
改
善
事
業
は
、
ボ
林

林
組
合
や
山
間
部
の
し
い
た
け
、
え

の
き
比
、
な
め
乙
生
産
組
合
な
ど
の

協
刈
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

引
業
費
は
、め
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、

特
作
広
が
三
千
四
十
万
円
、
行
引
年
度

が
二
千
二
百
八
十
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

1
3
J

一

f
臼
亨

-

:

-

大

γ
…

j

-

日
光

…

0
0

恥
館
法
同

一

~
津

一

7

色…

…

①
納
涼
花
火
大
会
H
午
後
7
時
叩
分

1
9時
、
大
町
海
岸

i
角
川
尻
漁
港

①
た
て
も
ん
祭
り
H
午
後

9
時

i
什

川
、
諏
訪
神
社

な
お、

観
光
ま
つ
り
の
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
ま
ず
か
ら
ふ
る

っ
て
ご
凶
器
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
9
月
川
日
ま
で
。

ンて

を
~

て
道

似

つ
い

罪

ピ

b

E
・

6
-4

X
苅叶
d

J

性

れ
川
川

郡

述

|
女
性
の
解
放
的
な
服
装
や
陥
い
夜

泊
の
ひ
と
り
歩
き
は
、
性
犯
罪
を
ひ

き
お
乙
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
い
つ

か
チ
カ

ン
H

が
あ
な
た
に
お
そ
い
か

か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
被
告
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
も
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
た
い
も
の
で

す。
-
mH
を
刺
激
す
る
よ
う
な
服
装
や
態
度

を
し
な
い
こ
と。

-M
い
佼
道
や
人
通
り
の
少
な
い
場
所

で
の
ひ
と
り
罫
き
は
し
な
い
と
と
0

.
知
ら
な
い
相
手
の
片
い
誘
い
か
け
に

警
髪
肇

損
保
協
会
か
ら
新
鋭

消
防
車
贈
ら
れ
る

u本
山
損
保
協
会
か
ら
新
鋭
消
防
自

動
車
一
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
出
は
百
四
十
五
馬
力
の
エ

ン
ジ
ン

を
そ
な
え
、
千
六
百
協
の
水
槽
(
三

分
開
放
水
で
き
る
)
や
化
学
消
火
剤

を
伯
ん
で
お
り
、
価
格
は
や
く
三
百

七
卜
万
円
。

尚
防
車
の
贈
呈
式
は

7
月

6
日
市

役
所
前
で
行
な
わ
れ
「
火
災
保
険
号

魚
作
」
と
命
名
さ
れ
、
消
防
署
に
配

凶
さ
れ
ま
し
た
。

防

る

消

き

鋭
で
新

斗

水

た

叫

放

れ

』
も

さ

司

弓

』

的
日

」

-

{

口

H
H

4
U

ら

究
川

一

一則

}
り走

子
広
場
を
整
備

篤

志

者

の

寄

付

金

で

的
志
者
の
寄
付
金
で
ち
び
っ

子
広
ち
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
、
す
べ

場

が

鍛

附

さ

れ

ま

す

。

り

A
H

、
ぶ
ら
ん
こ
が
五
十
七
万
円
で

ま
ず
続
出
駅
前
神
社
境
内
、
晴

海

と

り

つ
け
ら
れ
ま
す
。
乙
の
ほ
か
、

ケ
正
児
藍
あ
そ
び
場
、
元
町
海
岸
、

交
通
公
闘
の
造
成
も
す
す
め
ら
れ
る

持
光
寺
児
童
あ
そ
び
場
な
ど
五
か
所

乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

に
は
、
一
九
十
一
万
円
を
か
け
て
盛
土
、

こ
の
寄
付
金
は
、

吉
町
工
業
株
式

撚
地
、
国
や
砂
場
を
設
け
た
り
し
て
会
社
故
吉
田
久
政
、
東
京
発
条
製
作

広

場

を

強

備

し

ま

す

。

所

、西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、長
田
忠

ま
た、

興
東
城
法
盛
寺
や
東
山

腕

行

の

各

氏

か

ら

贈
ら
れ
た
も
の
で
、

ハ
寺
な
ど
十
四
か
所
に
は
子
ど
も
た

あ
わ
せ
て
百
六
十
万
円
で
す
。

ち
び
つ

の
ら
な
い
こ
と
0

・
Z
い
か
ら
と
い
っ
て
、

浴
室
や
位
室

な
ど
の
窓
を
む
や
み
に
あ
け
な
い
0

・
殺
身
用
プ
ザ
l

(
一
一

O
番
)
な
ど

を
持
ち
歩
く
と
と
。

・
被
告
を
受
け
た
と
き
、
他
人
の
被
告

を
知
っ

た
と
き
は
、
す
ぐ
轡
祭
へ
連

絡
す
る
こ
と
。

一
震
の
鴎
鶴
一

心
配
さ
れ
る

μ

平一丁
--」J
aF(d
q

，，
L

夏
休
み
の
子
ど
も
を
守
ろ
う

泌
さ
か
ら
の
気
の
ゆ
る
み
、
涼
し

さ
を
求
め
て
の
夜
あ
そ
び
な
ど
か
ら

応
初
の
プ
ラ
ン
も
し
だ
い
に
く
ず
れ

非
行
に
定
り
や
す
い
季
節
で
す
。

子
ど
も
に
変
わ
っ
た
行
動
や
、
不

良
化
の
き
ざ
し
は
な
い
か
、
ま
た
、

保
育
園
へ
ピ
ア
ノ

と
遊
具
の
寄
付

住
吉
保
育
園
へ
吉
田
工
業
株
式
会

社
社
長
吉
田
忠
雄
さ
ん
か
ら
ピ
ア
ノ

一
行
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
経

団
保
育
園
へ
経
田
中
町
浜
田
忠
士
さ

ん
か
ら
総
合
遊
具
(
二
十
万
円
相
当
)

が
寄
贈
さ
れ
、
園
児
か
ら
た
い

へ
ん

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

薄
暮
街
頭
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
8

月
旬
日

(
水
)
午
後
3
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で
、

電
鉄
魚
津
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
デ
パ
ー
ト
前
で
、
街
頭
献
血
を
行

な
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
愛
の
献
血

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
時
間
以
上
の
駐
車
は

ご
遠
慮
を
・
・
・
駅
前
広
場

国
鉄
魚
津
駅
前
広
場
は
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
く
整
然
と
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
次
の
よ
う
な
と
と
に
ど
協

力
く
だ
さ
い
。

V
歩
行
者
は
、
駅
舎
と
魚
津
中
央
線

の
歩
道
と
を
結
ぶ
二
本
の
中
央
歩
道

を
通
り
ま
し
ょ
う
。

V
自
家
用
車
の
駐
車
は
、

駐
車
場
以

外
の
駐
車
や

一
時
間
以
上
の
駐
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ゆ
く
え
の
わ
か
ら
な
い

人
は
い
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
家
族
や
知
人
で
ゆ
く
え

の
わ
か
ら
な
い
人
が
あ
り
ま
せ
ん
か

県
鑑
で
は
家
出
、

ゆ
く
え
不
明
と
な

っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、
次
の
よ
う

に
相
談
所
を
ひ
ら
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

V
8月
日
日
(
月
)
日
魚
津
瞥
察
署

V
8月
中
H
笹
察
署
の
相
談
日
を
除

き
県
本
部
鑑
識
課

ど
の
よ
う
に
し
て
被
害
や
誘
惑
か
ら

子
ど
も
を
守
る
か
は
、
夏
休
み
中
の

保
護
者
の
宿
題
で
す
。

・
外
出
が
多
く
な
り
、
帰
宅
の
時
聞

が
お
そ
く
な
る

・
空
胞
を
訴
え
な

い

・
金
づ
か
い
が
荒
く
な
る

服
装
や
持
ち
物
か
変
わ
る

・
思
い

友
だ
ち
と
つ
き
合
う
よ
う
に
な
る
。

こ
ん
な
と
と
が
続
け
ば
い
%
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

チ
拍
子
を

そ
ろ
え
、
ゆ

か
た
が
け
の
ひ
と
た
ち
が
踊
る
盆
お

ど
り
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
酔
っ
ぱ

ら
い
や
ぐ
れ
ん
隊
な
ど
に
い
い
が
か

り
を
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
、
マ
お
ど

り
場
と
そ
の
付
近
は
明
る
く
、
マ
瞥

戒
員
を
設
け
る
マ
小
さ
い
被
害
で

も
引
く
惣
察
に
叩
け
る
、
な
ど
に
と

協
刀
く
だ
さ
い
。
(
魚
津
件
祭
署
)

盆
お
ど
り
は
楽
し
く

富
山
県
職
員
採
用

初
級
試
験

山
で
は
初
級
職
員
採
用
試
験
を

9

刀
加
日
に
、
山
山
工
業
同
校
と
高
岡

高
校
で
行
な
い
ま
す
。
採
用
予

定

人
員
は

一
般
事
務

(男
三
十
九
名
、

女
十
七
名
)
の
ほ
か
、瞥
祭
事
務
八、

股
業
土
木
七
、
土
木
八
、
林
業
二
、

機
械
、
建
築
各
一
名
で
す
。
受
験
資

格
は
脳
和
刀
年

4
月
2
日
か
ら
同
お

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

す
。
受
験
希
望
者
は
9
月
5
日
ま
で

申
込
書
を
富
山
県
新
総
山
輪
一
ー
ー
七

山
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局

へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。郵

政
外
務
職
員
募
集

金
沢
郵
政
局
で
は
、
北
陸
三
県
内

の
集
配
郵
便
局
に
勤
務
す
る
郵
政
外

務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
は
百
二
十
人
で
、

応
券
資
格
は
、
昭
和
同
年
4
月
2
日

か
ら
同
初
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
中
学
卒
業
程
度
の
学
力
の
あ
る

男
子
、
ま
た
は
来
春
高
校
卒
業
予
定

の
二
十
級
以
下
の
男
子
で
す
。
希
望

者
は

8
月
間
日
ま
で
郵
便
局
へ
お
申

し
込
み
を
。

M
日
か
ら
お
盆
の

野
球
大
会

一
六
会
主
催
の
「
盆
の
野
球
大
会

」
は
、
8
月
同
日
か
ら
三
日
間
、
西

小
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

参
加
希
望
チ
1
ム
は
、

8
月
3
日

ま
で
会
費
二
千
円
を
添
え
て
餌
指
町

魚
津
製
氷
会
社
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
拙
せ
ん
会
は

5
日
午
後
7
時

か
ら
大
公
寺
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

チ
ー
ム
の
編
成
は
原
則
と
し
て
、

旧
市
内
は
町
内
、
そ
の
ほ
か
は
校
下

m位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寄

付

マ
十
万
円
H
友
道
布
本
州
一
マ
二

万
円
H
中
央
通
り
一
丁
目
高
倉
忠
広

マ
一

万
円
H
上
村
木
町
沢
井
栄
吉

マ
一
万
円
H
天
神
野
新
古
野
す
ず
い

マ
五
千
旧
日
航
枕
沢
川
忠
太
郎
(
以

上
香
典
返
し
の

一
部
を
)

マ
六
万
六
千
二
十
六
円
H

民
地
開
放

者
岡
山
魚
律
支
部
長
伊
東
清
一
マ

一
千
円
日
大
先
寺
島
崎
美
和
子

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
度
波
金
に
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

マ
一
万
円
H
凶
方
町
木
村
周
太
郎

(蒸
汽
機
関
車
保
存
自
と
し
て
)

マ
ペ
ル
l
地
民
救
済
義
援
金

一
千
円

日
山
央
通
り
一

丁
目
桑
山
附
子
、
桑

山
倭
子

終
戦
二

時
日
に
戦
没
者
追
悼
式

」
l

五
年
を

正
午
に
は
黙
と
う
を

迎
え
る

8

月
日
目
、
天
白川
、
息
后
阿
陛
下
ど
臨

席
の
も
と
日
本
武
道
館
で
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
本
県

で
も
、
同
日
県
民
会
館
で
追
悼
式
が

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
国
の
た
め
尊
い

生
命
を
な
く
さ
れ
た
戦
没
者
に
、
哀

悼
の
意
を
捧
げ
る
た
め
、
正
午
に
は

黙
と
う
を
し
ま
し
ょ
う
。

八
日
曜
休
日
の
当
番
医
〉

V
2
日
H

(昼
)
木
江
浦
山
病
院
(

夜
)
木
江
沢
口
外
和
医
院

V
9
H

H

(鹿
)
友
道
附
屋
医
院

(
夜
)
臼

屋
小
路
藤
田
病
院

V
同
日
H
(昼
)

本
江
宮
元
医
院
(
夜
)
川
方
町
森
本

医
院

V
日
日
H
(
N
E
)

鳥
肌
片
貝

診
療
所
(
夜
)
鴨
川
町
青
木
医
院

V
同
日
H

(昼
)
本
江
浦
田
病
院

(

夜
)
浜
経
問
、
江
隔
医
院

V
お
日
H

(毘
)
角
川
町
宮
本
医
院
(
夜
)
大

町
船
崎
医
院

V
初
日
H

ハ昼
)
大

光
寺
魚
津
緑
ケ
正
病
院
(
夜
)
住
吉

寺
崎
医
院

夏
の
交
通
事
故

防

止

運

動

8
月

中

i

8
月
は
お
盆
や
納
涼
、
行
楽
な
ど

で
人
と
車
が
増
加
し
ま
す
。
暑
い
時

期
の
た
め
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る

ζ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で、

8
月

1
日
か
ら
一
か
月
間
、
県
下
い

っ
せ

い
に
夏
の
交
通
引
故
防
止
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
と
し
は
、
と
く
に
交
通
事
故
に

よ
る
死
者
が
多
い
の
が
特
色
の
よ
う

で
す
が
、
安
全
な
歩
行
、
安
全
な
車

の
運
転
に
つ
と
め
、
暑
さ
の
た
め
ゆ

る
み
が
ち
の
交
通
安
全
胤
想
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

①
宜
し
い
歩
行
を
守
り
ま
し
ょ
う

①
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う

①

乙

ど
も
や
老
人
の
安
全
を
守
り

ま
し
ょ
う


